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斜面市街地防災に関するいくつかの都市比較
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口が 2倍に膨れ上がり,経済 も回復 した.その後 ,








































































































































































危険区域 城内に人家戸数 5戸以上 ,
崖の高 さ5m以上
地すべり 9 市街化区域内 :2ha以上
防止区域 市街化区域外 :5ha以上





















































@ サーチライト (ラジオ付き) 5個
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